
段玉裁と江沅及び江沅の親族

49

江沅江沅 江沅江沅

──江沅『説文解字音均表』研究のために──

（1767‒1838） 《 》 。
（1735‒1815） 。 《 》 ，

。 《
》。 ，

。 （1721‒1799）） ， 《 》
， 《 》 。
。 ， ，

， 。 ， 《
》 ， 。 ， 2016

、2019 《 》
。

 《 》  

　中国清代の学者・江沅による『説文解字音均表』を研究するために，段玉裁と江沅，江沅
の略歴，江沅の親族について本稿では論じる。そもそも江沅は段玉裁から託されて『説文解
字音均表』を著わした。本稿では江沅が記した段玉裁の略伝，朱綬「江先生家伝」に見える
江沅の略伝の他，江沅が記した親族に関する文章も用い，江沅の跡継ぎにも言及することに
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したい。江沅の略歴の他に，その親族まで含めるのは『説文解字音均表』上海図書館蔵本の
江文煒跋に関わるからである。臼田2016・2019と本稿の結果をもとに，将来的に『説文解
字音均表』上海図書館蔵本の研究につなげていきたい。

　段玉裁，字は若庸，号は茂堂（または懋堂），江蘇金壇の人。1735年（雍正13年）に生ま
れ，1815年（嘉慶20年）に逝去している。段氏の著作で，本稿と関連するのは『六書音均
表』及び『説文解字注』である。段氏の生涯や著作については研究が進んでいて枚挙に暇が
ない。坂内2014（330‒364頁）の「近現代説文学研究文献目録」には段玉裁の『説文解字注』
に関する文献も多数含まれている。以下，必須とも言うべき文献を数点挙げてみることにす
る。
　台湾の林慶勲氏は，林1979において，「第一章　段氏生平考」，「第二章　段氏交遊考」「第
三章　段氏著述考」，「第四章　段氏年表」として，段玉裁の生涯，交遊関係，著作，年表に
ついて合計203頁にわたって，詳細に述べている。大陸の鍾敬華氏が『経韻楼集』に句点を
施した注釈書（段玉裁・鍾2008）に，劉盼遂「段玉裁先生年譜」も句読点付きで収められ
ている。年譜についてはさらに詳細な王華宝2016も出ている。日本語文献としては，頼・
説文会1983の「第二章　段玉裁の『説文解字注』」，「第四章　段玉裁の古音十七部説」を通
して，段玉裁の『説文解字注』『六書音均表』について学ぶことができる。
　次に江沅であるが，字は子蘭・伯蘭，号は鉄君，江蘇呉県の人である。1767年（乾隆32

年）に生まれ，1838年（道光18年）に逝去している。江沅の略歴は後述するが，とりあえ
ず『清史稿』（巻四百八十一，儒林二）によれば，金壇の段玉裁が蘇州に寄寓していた時，
江沅はその門に数十年出入りしていたという（「金壇段玉裁僑居蘇州，沅出入其門者数十
年。」）。
　以下に，江沅が段玉裁について記したものを引用したい。江沅は「懐旧詩三十五首」（『染
香 詩録』下）を書いており，詩の前に略歴を記す。「段先生茂堂」という五言律詩の前に
も，段玉裁の略歴ならびに自分との交流が記されている。また，江沅の祖父・江声（字は叔
雲，江蘇呉県の人，1721‒1799）と段玉裁との交流も垣間見ることができる1）。
　　先生諱玉裁，江蘇金壇人。乾隆廿五年，挙於郷。官貴州玉屏県知県，又為四川巫山　県

知県。
　　先生の諱は玉裁で，江蘇金壇の人である。乾隆廿五年（1760年），郷試に合格した。貴

州玉屏県知県に任用され（1770年），また四川巫山県知県となった（1778年）。
　　以親老乞帰，僑寓呉中。与先大夫論小学甚契。時箸『説文解字注』未畢。先大夫既歿。
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予慫恿其速成，且作書以策之，先生乃以子書置坐右自励，不数載而書成。又速之刻不
果，後要予董工。

　　親が老いたので帰郷を乞い（1780年），呉中（蘇州）に寓居した（1792年）。先大夫（江
声）と小学について論じて，よく交流していた。その時『説文解字注』はまだ完成して
いなかった。先大夫（江声）はすでに他界した（1799年）。私は急いで成し遂げるよう
にとお勧めして，お出紙も書いて励ましたところ，段先生は私の手紙を座右に置いて自
らを励まし，数年経たないうちに書物が完成した（1807年）。また急いで刊行しようと
しても果たせず，後に私に刊行の監督をしてほしかった。

　　予適有 閩中之游，洎帰而先生已先一年卒矣。病中荘成刻本，喜甚深感念。予且悵不得復
見也。時年已八十一矣。『周礼漢読攷』，『毛詩古訓伝』，『尚書古文撰異』，『説文解字注』
行於世。

　　私はちょうど閩中（福建）に行くことになり，帰ってみると段先生は前の年に亡くなっ
ていた（1815年）。病にも関わらず，荘重に刊刻されたことは，喜びがとても深いと思
う。さらに私はもう先生に会えないことを嘆いている。時に年はすでに八十一であっ
た。『周礼漢読攷』，『毛詩古訓伝』，『尚書古文撰異』，『説文解字注』が世の中に流布し
ている。

　江沅は段玉裁『説文解字注』に対して重要な役割を果たしており，段氏の『説文解字注』
経韻楼本に王念孫の序（嘉慶十三年，1808），江沅の後叙（嘉慶十九年，1814），陳奐の跋
（嘉慶二十年，1815）があり，陳氏の跋の直後に盧文弨「『説文解字読』序」（乾隆五十一年，

1786）がある。林慶勲1979（73‒74頁，第二章段氏交遊考 四段氏弟子考　 江沅）は，『漢
学師承記』（巻二），『清儒学案』（巻七十六）等を資料に，江沅について述べる。さらに，林
1979（74頁）で指摘されているのは，1815年段玉裁が亡くなった後，江沅が1819年に三か
月かけて，段玉裁『説文解字注』経韻楼本を読んで書入れをしたものを，台北の国家図書館
が所蔵していることである。筆者も原本を閲覧した。さらに，段玉裁は江沅に『説文解字音
均表』の編纂を委託し，序文にあたる「『説文解字音均表』序」を書いている。
　江沅は一般的に段玉裁の弟子とみなされ，例えば林慶勲1979（73‒74頁）でも，江沅は
「段氏弟子考」に含まれている。筆者もそれを踏襲したいが，張舜徽氏が江沅は段玉裁の諍
友であるとみなしていること（張2004，306頁）は，重要な指摘である。

. 　江沅の生没年
　江沅の生没年（1767‒1838）は姜・陶1961（648頁）と 自珍（1792‒1841，字 人，浙江
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仁和の人）『己亥雑詩』から分かる2）。なお，姜・陶1961の記述は簡単で， 自珍『己亥雑
詩』とは『己亥雑詩』附 「某生与友人書」中の詩の自注（『 自珍全集』，523頁）のこと
で，その自注は次の通りである。「江鉄君沅是予学仏学第一導師，先予帰一年逝矣。」（江鉄
君沅は私の仏学の最初の師であり，私より先に亡くなって一年になった。）また，江文煒
「『説文解字音均表』跋」から江沅の生没年が分かることは陳鴻森2012（82頁）が指摘して
いる。また，朱綬「江先生家伝」は次に取り上げるが，そこに道光辛卯（1831）六十五歳で
あったこと，卒年が七十二歳であることが見えるので，生没年の確定に役立つ。

. 　朱綬「江先生家伝」と 『蘇州府志』，『碑伝集補』，『清儒学案』
　『江先生詩古文詞遺集』は江沅の文や詞を集めたものであるが，その巻首に朱綬 「江先生
家伝」があり，この伝記が江沅の略歴・親族等について適切に述べている。『江先生詩古文
詞遺集』巻首では単に「伝」という題目であるが，朱綬『知止堂文集』（巻六）では「江先
生家伝」となっている。この朱氏による伝記についてはダイジェストが『蘇州府志』（巻八
十四，人物十一，呉県，江沅）にあり，『碑伝集補』（巻四十，経学二，江沅）は『蘇州府
志』から引用している。『清儒学案』の江沅伝（巻七十六，艮庭学案）も「参蘇州府志」と
出典を記すが，江沅「『説文解字音均表』弁言」からも引用している。以下，朱綬「江先生
家伝」のダイジェストとも言える『蘇州府志』の江沅伝を示すことにする。 ， ， ， は
便宜上付けたものだが， の末尾に朱綬「伝」と出典が示されている。
　　a. 江沅，字子蘭，声〈見元和〉孫，優貢生。
　　　江沅，字は子蘭，江声〈元和に見える〉の孫で，優貢生。
　　b. 為文好窈渺之思。屢試於郷，不得當，而歳科試輒冠儕偶。
　　　文を書くと美しい感じがする。しばしば郷試を受けても合格しなかったが，歳試や科

試は他の人の中で一番であった。
　　c. 平生最精『説文』，金壇段玉裁作『説文解字注』，多所商榷。嘗以『説文』五百四十

部，従段氏『音均表』十七部編之，字為之 注，凡段氏之譌者加駁正焉。篆書自名一
家。

　　　平生は『説文』に最も詳しく，金壇の段玉裁が『説文解字注』を作った時，商榷した
ことが多かった。嘗て『説文』五百四十部を，段氏の『六書音均表』十七部によって
編纂し，文字に注を記し，凡て段氏の誤っていることは駁正した。篆書には一家言が
あった。

　　d. 嘗従彭進士紹升游。得古文之法，又工填詞。先後一遊閩 ，余則里居教授時為多。卒
年七十有二。朱綬「伝」

　　　嘗て彭紹升進士に従い遊学した。古文の法を取得し，また填詞に巧みだった。一度閩
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に赴いたが，その前後は郷里で教授していることが多かった。卒年は七十二歳。朱
綬「伝」による。

　 の部分の〈見元和〉は『蘇州府志』では双行の注となっていて，江声は巻九十（人物十
七，元和県）に息子の江鏐とともに伝記がある。 の部分は朱綬の原文から抜き書きしてい
て，意味が通じにくい部分である。 の部分を読むと，江沅が段玉裁に対して，学説を反駁
しているようだが，朱綬「江先生家伝」原文では「凡段氏之譌者加駁正焉。」の後に「段先
生為之心服。」とあり，段玉裁が江沅に対して学問の上で信頼していたことが分かる。 に
見える彭紹升については後述する。
　 の部分の後，以下のように三名の名が挙がる。もともと朱綬「江先生家伝」にないが，
『碑伝集補』でも引用されている。
　　与沅同時斉名有顧元煕，李福，祭雲。顧見長洲，蔡見元和。（以下省略）
　　江沅と同時期に名を馳せたのは， 顧元煕，李福，祭雲である。顧元煕は（『蘇州府志』）

長洲（巻八十九，人物十六，長洲県）に見え，蔡雲は元和（巻九十，人物十七，元和
県）に見える。（以下省略）

　「（以下省略）」とした部分には李福の略伝と，同時代の管英の略伝もある（『碑伝集補』で
は省略）。江沅は顧元煕，李福，蔡雲と交流があった。江沅は「中憲大夫翰林院侍講顧君墓
誌名」（『染香 文集』上）を書いており，それによれば顧氏は道光元年（1821）九月，四十
二歳で逝去している。江沅「顧君耕石」（「懐旧詩三十五首」，『染香 詩録』下）」の自序に
も卒年が「四十二」3）とある。江沅「李君子仙」（「懐旧詩三十五首」）の自序に，李氏の「卒
年五十三」とあるが，生没年は記されていない。 蔡雲のために「『借秋亭詩草』序」（『染香
文集』下）を江沅は書いている。江沅・顧元煕・李福・蔡雲の名前が一度出てくるのは江

沅「汪先生稼門」（「懐旧詩三十五首」）の自序で，「独喜蔡君雲，李君福，顧君元煕及予之
文。」（独り蔡雲君，李福君，顧元煕君及び私の文を喜んだ。）とある。江沅の詩文から見て
も，『蘇州府志』の江沅伝に顧元煕，李福，祭雲への言及があるのは頷ける。
　次に，朱綬「江先生家伝」では記されているが，『蘇州府志』では省略されている重要な
点を補足しておきたい。それは江沅の仏教への帰依である4）。道光辛卯（1831），六十五歳
の時，江沅は常州天寧寺で菩薩戒を受けた。つまり出家している。また，江沅の師には彭紹
升（字は允初，江蘇長洲の人，1740‒1796）がおり，これは朱綬「江先生家伝」に見える。
顧承「『江先生詩古文詞遺集』序」（『江先生詩古文詞遺集』巻首）も江沅が彭紹升の弟子で
あることを言うが，段玉裁には言及していない。彭紹升は科挙に受かっても仕官せず，学問
を修め，仏教に造詣が深かった。彭氏一族は蘇州の名家である5）。江沅は彭紹升著『測海集』
に跋文（「『測海集』跋」）を寄せる（『染香 文録』下）。
　また，朱綬は「江先生家伝」で，江沅と段玉裁，江沅と彭紹升それぞれの交遊を記してい
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る。江沅に息子がいなかったので，江沅の弟の孫・江元文が跡継ぎであったと朱綬は言う
が，これは「 ．江沅の跡継ぎ」で述べたい。
　なお，朱綬（字は仲環，江蘇元和の人，1789‒1840）は「王君墓志」（『知止堂文集補遺』）
も書いている。王君とは王嘉禄（字は井叔）であり，王 孫（江蘇長洲の人，字は念豊，
1755‒1817）の三男で6），1824年二十八歳で他界した。当時，朱綬と王嘉禄は「朱王」と呼
ばれていたという（『清史列伝』巻七十三，文苑伝四，朱綬）。

. 　江沅の弟子・親族による伝記に関する文章
　江沅の弟子・陳奐（字は倬雲，江蘇長洲の人，1786‒1863）による江沅の伝記としては，
 陳奐『師友淵源記』江沅の条がある。そこには，陳奐が江沅の弟子となった経緯，それから
陳氏が段玉裁にも師事するようになったことが書かれている。江沅の条の末尾に「嗣孫文
煒，字彤甫，庠生。」とある。これは「 ．江沅の跡継ぎ」で述べる。陳奐『流翰仰瞻小伝』
第一冊には八人の伝があり，冒頭の段玉裁に続いては江沅の伝が数行ある（陳奐・呉格262

頁）。これは『師友淵源記』江沅の条の最初と最後の方とほぼ一致する7）。
　　江居士　師諱沅，字子蘭，一字鉄君。呉優貢。精篆楷，工帖括。又悦禅学，通釈典。晩

歳祝髪，法号租庭。箸『説文解字音均表注』十七篇，又『入仏問答』二巻。
　　江居士　師は諱が沅，字は子蘭，鉄君という字もある。呉の優貢。篆書楷書に優れ，帖

括が上手であった。また禅学を喜び，釈典に通じていた。晩年出家し，法号は祖庭。
『説文解字音均表注』十七篇，また『入仏問答』二巻を著わした。

　なお，陳奐『流翰仰瞻』（陳碩甫友朋書札）には，江沅が陳奐に送った手紙も収録されて
いる（陳奐・呉格177頁）。
　江沅の弟子には雷浚（字は深之，江蘇呉県の人，1814‒1893）もおり，「『説文解字音均表』
跋」を書いている。これは臼田2016（28‒29頁）で第五段落まで訳注を試み，最後の第六段
落は臼田2019（60頁）で論じたので，本稿では繰り返さないことにする。
　江沅の親族としては，跡継ぎの孫・江文煒が「『説文解字音均表』跋」（江沅『説文解字音
均表』稿本，上海図書館蔵）を書いており，ここで江沅の略伝，『説文解字音均表』稿本に
ついて述べている。江文煒については本稿「 ．江沅の跡継ぎ」で述べる。

. 　江沅の著作
　ここで江沅の著作にも言及したいが，本稿の目的は『説文解字音均表』研究のためであ
り，『説文解字音均表』に関わるテキスト等は筆者が別に研究している（臼田2016・2019

等）。ここでは朱綬「江先生家伝」に列挙してある書物を中心に見ていきたい8）。
　　曰『算沙室稿』，曰『染香外集』，皆前刻。『詩古文詞』若干巻，元文所蒐輯者也。『説文
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解字音均表注』尚蔵於家。別著『入仏問答』，『西帰見聞録』又若干巻。
　　『算沙室稿』と曰い，『染香外集』と曰い，皆以前刊行された。『詩古文詞』若干巻は元

文が集めて編集したものである。『説文解字音均表注』はまだ家で保管している。別に
『入仏問答』，『西帰見聞録』また若干巻を著わした。

　ここで『江先生詩古文詞遺集』七巻の内容を見ると，次の通りである。
　　『染香 詩録』二巻，『染香 文集』二巻，『染香 文外集』一巻・附補遺，『算沙室詞

鈔』二巻。
朱綬の言う『算沙室稿』とは『算沙室詞鈔』のことであろうか。『説文解字音均表注』とは
『説文解字音均表』に間違いなく，朱綬が叙を書いた1839年には出版されていなかった。後
に『皇清経解続編』に収められたことについては臼田2016・2019で記した。『入仏問答』は
仏教関係の書物であり，江沅が仏教に帰依していたことを書物として示している。なお，江
沅はこの書物では問橋居士という号を用いている。『西帰見聞録』は未詳。朱綬が挙げてい
ない書物としては『説文釈例』二巻があり，『説文解字説』（南京図書館蔵）9）という手稿も
残されている。

. 　『清史稿』・『清史列伝』に見える江沅
　清朝の人物であれば，まず『清史稿』・『清史列伝』を調べるのが普通であるが，本稿では
上記の3.1から3.3に引用している資料，特に朱綬「江先生家伝」をもとにした。以下に，そ
の理由を述べていきたい。
　江沅は段玉裁の弟子，そして江声の孫と位置付けられることが多い。『清史稿』を見ると，
江沅は江声・江鏐（江声の息子・江沅の父）の後に，その略歴がある（巻四百八十一，儒林
二）。江沅の祖父にあたる江声は学者として名高く， 『清史稿』でも江声について詳しく書か
れている。江沅の伝記の部分では，段玉裁の委嘱を受け，江沅が『説文解字音均表』を著わ
したことが記されている。ただ，それは江沅の生涯の一端で，仏教への帰依にも言及がな
く，不十分な点は否めない。また，江沅「『説文解字音均表』弁言」（『皇清経解続編』本）
からの引用が大部分で，それは「支，脂，之之為三」から「参之或然」までである。次の
「当時面質玉裁，親許駁勘」も江沅『説文解字音均表』弁言に類似の文が見える（「当時面
質，親許駁勘」）。
　『清史列伝』（巻六十八，儒林伝下一）では江声のもとに江筠（江声の兄），江鏐，江沅と
続く。江沅の伝は『清史稿』と基本的に同じであるが，多少加筆した箇所もある。江沅の伝
の後に顧広圻（字は千里，江蘇元和の人，1766‒1835）の伝があるが，顧氏は江声の弟子の



愛知大学　言語と文化　No. 44

56

一人である。『清史列伝』は『清史稿』より江声を取り巻く人物が二人増えている。
　『清史稿』『清史列伝』とも江声，江鏐，江沅と続く家学をたどるには意義がある。ただ，
江沅の伝記については語り尽くしていない。なお，江沅の父・江鏐については以下の4.2と
4.3とで触れる。

. 　江声・江鏐・江沅とその家学
　江声・江鏐・江沅と続く家学は「4.1　『清史稿』・『清史列伝』に見える江沅」でも言及し
た。江藩『漢学師承記』（巻二）「江艮庭先生」（江声）にも，江声の兄・江筠，江声の息子・
江鏐と，江鏐の息子・江沅のことも短文ながら言及されている。 鏐と沅については次のよう
にある。
　　子鏐，字貢庭，名諸生。孫沅，字鉄君，優貢生，世伝家学。
　　（江声の）息子は鏐，字は貢庭，諸生のうちにその名が知られていた10）。孫は沅，字は

鉄君，優貢生で，世に家学を伝えた。
　「世伝家学」は江声・江鏐・江沅と続く学問の系統を四文字で言い表す。江声は『尚書』
に関する著作で名高いが，『六書説』という小学の著作もあり，それが江沅の『説文釈例』・
『説文解字音均表』に続いているのに違いない。吉田2014（87頁）によれば「江声には『説
文解字考証』の専著があり，段玉裁の所説と多く符号していたという。」江声は『尚書』研
究に専念しているが，その間の事情も含めて，江声の『尚書集注音疏述』と段玉裁『説文解
字注』を比較対照した論文は吉田2014として公刊されている。
　江声の兄・江筠は乾隆二十七年（1726）挙人であり11），著書に『読儀礼私記』二巻（抄
本）がある。なお，江藩12）（字は子屏，江蘇甘泉の人1761‒1831）は江声のみならず，江沅
とも交流があった。それは漆永祥2006，「江声」（41‒42頁），「江沅」（73頁）に詳しい。
　江声の父や兄弟については，孫星衍「江声伝」（『碑伝集』巻一百三十四，経学下之中）13）

に「曽祖父は大浙，祖父は文懋，父は黔で，声を生み，凡て兄二人と弟一人がいた。」（「曽
祖大浙，祖文懋，父黔，生声，凡有両兄一弟」）とあるが，兄の一人が江筠ということにな
る。母の姓名は記されいていない。さらに，子供，孫，曾孫についても言及されているが，
以下の通り男子のみである。
　　子鏐，呉県学生，亦好古，後声一年卒。孫沅・湘，沅県廩生。曾孫楨・檀。
　　息子は鏐，呉県の学生で，やはり古を好んだ。江声の逝去後一年でなくなった。孫は

沅・湘で，沅は県の廩生であった。曾孫は楨・檀。
　『清儒学案』（巻七十六）では「艮庭学案」として江声の伝記等を挙げ，その後に「艮庭家
学」として江沅を示し，「艮庭弟子」，「艮庭交遊」と続き，最後に「子蘭弟子」（江沅の弟
子）として雷浚を挙げる。江声の兄・江筠，江声の息子・江鏐については独立した項目を立
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てていないが，家学という概念で江声一族を見ているのは評価できる。

. 　江沅自身による親族に関する記述
　江声・江鏐・江沅一族の家譜については，『中国家譜総目』（上海図書館・王2008，641‒
651頁，「江」の条）と日本の「全国漢籍データベース」14）をもとに，江氏家譜・宗譜と名の
付く書物を何種類か閲覧したが，管見の及ぶ限り未詳である。上海図書館・王2008（644頁）
に見える「清代・蘇州・江氏」に相当する家譜二種も詳しく閲覧したが，江声・江鏐・江沅
の一族とは異なっていた。その二種とは以下の通りである。
　　（清）江振祚・（清）江宗模修纂『濟陽家譜』一巻，『続編』一巻，抄本（蘇州図書館蔵）。
（清）江 ・江 纂修『蕭江家乘』二巻，抄本（南京図書館蔵）。

　ただし，幸いなことに江沅が親族について書いた文が『染香 文集』下にある。父・江鏐
については「先府君行略」で記し，上の妹を中心にして下の妹にも言及しているのは「亡長
妹帰張門貞女述」 であり，「先室戴孺人述」では江沅より先に亡くなった妻について書かれ
ている。家譜・宗譜の類は男性中心で，夫人や娘の名前まではわからないので，江沅の書い
た文は女性の親族まで分かるという点でも貴重である。
　江沅「先府君行略」によると江鏐，字は貢庭，乾隆八年（1743）に生まれ，嘉慶五年
（1800）五十八歳で逝去している。江声が亡くなったのは前年である。祖先については，「先
世は徽州休寧の梅田村の出身で，明の万歴中に呉に遷り，府君で七世になる。」 （「先世徽州
休寧之梅田村，明万歴中遷呉，至府君七世矣。」）江鏐の妻は范氏で，二人の間に沅（長男）・
 湘（次男）という二人の息子と娘が二人いた。孫は男子が二人，女子が二人で，男子につい
ては 楨・檀という名前も記されているが，江湘の息子で，女子は江沅の娘に違いない。江沅
の娘二人について，名前はわからない。この娘たちについては後述する。
　江鏐の著書は『蘇州府志』（巻一百三十六，芸文一）に『補僧余事』という書物が見える。
江鏐は阮元と交流があった。阮元「刻『七経孟子考文』並補遺序」（『 経室一集』巻二）で
校字を手伝った者の一人として「呉県友人江鏐」が挙がっている。その他，江鏐が阮元の幕
友であったことは李金松2018（75頁）「 ．江謬，字貢庭，号補僧，江声子，江蘇呉県人。」
に見える。
　江沅の弟・江湘については，江沅「先府君行略」には「次湘」，つまり江鏐の次男が江湘
であることが出ているのみである。江沅の二人の妹は江沅「亡長妹帰張門貞女述」によると
名前も分かり，長妹は江玉で，次妹より五歳年上である。次妹は江淑で，姉妹の母は江沅と
同じく范氏である。江玉が嫁ぐ前に張文藻が亡くなってしまったが，江玉は張家に嫁いだ貞
女である。江玉は1819年四十七歳で他界した。それより早く次妹は1808年に亡くなってい
る。家譜の類の記述は男性中心であるので，江沅の文章は貴重である。さらに，張文藻，曹
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福春については『蘇州府志』に伝記があるわけでなく，江沅が「亡長妹帰張門貞女述」に書
いていることが逆に資料となる。『蘇州府志』に出ているのは，「張文藻聘妻江氏」15）（巻一百
十六，列女四，呉県）である。
　江沅の妻は江沅「先室戴孺人述」によると，姓は戴，名は瑛である。道光六年（1826）五
十六歳で，江沅より先に亡くなっている。江沅の子供については朱綬「江先生家伝」によれ
ば，江沅には息子はいなかった。江沅「懐旧詩三十五首」（『染香 詩録』下）の一首に「王
君惕甫」があり，その自注に「その長男は私の娘の婿である。」（「其長子予女婿也。」）とい
う。王惕甫とは王 孫である。このように，江沅の娘の一人は王 孫の長男・王嘉祥に嫁い
でいる。『莫釐王氏家譜』（巻八）には「嘉祥，輩行は一，字は善之，号は又樗。呉県の優貢
生江沅の娘である。息子は二人で，敬修・慎修であるが，俱に成人に達しないうちに亡く
なった。」（「嘉祥，行一，字善之，号又樗。娶呉県優貢江沅女。二子，敬修・慎修，俱幼
殤。」）とある。もう一人の娘は朱綬「江先生家伝」によれば陳 に嫁ぎ（本稿5.1参照），陳
は陳奐の堂弟にあたる。陳 については『潁川陳氏支譜』（巻四上，世系）によって生没

年（1797‒1844），字（允楨），号（楞香），略歴も分かる。江沅には息子がいなかったのであ
るが，跡継ぎの孫がいた。これについては本稿「 ．江沅の跡継ぎ」で改めて論じたい。

　江沅には息子がいなかったが，弟（江湘）の孫が跡継ぎになった。その跡継ぎは，朱綬に
よれば江元文，陳奐によれば江文煒である。江元文，江文煒とも江沅の弟の孫であることは
確かである。上海図書館蔵『説文解字音均表』稿本には江文煒の跋があり，『説文解字音均
表』のテキストについても，江沅の跡継ぎが関わってくるので，ここでも詳しく見ていきた
い。

. 　朱綬「江先生家伝」及び他の文献に見える江元文
　まず，朱綬「江先生家伝」には次のようにある。
　　先生娶於戴，無子，以弟之孫元文為后。女二人王嘉祥及諸生陳 其婿也。元文裒輯先生
文集既成，而乞為文備家。

　　江沅先生は戴氏を娶ったが，息子はいなかったので，弟の孫元文を跡継ぎとした。娘は
二人で，王嘉祥と諸生陳 はその婿である。元文は江沅先生の文集を編集してすでに完
成し，序文を書くよう依頼して家に備えようとした。

　朱綬の「江先生家伝」は1839年の日付で，江沅はその前年の1838年に亡くなっており，
朱綬も1840年に死去する。1839年の時点では，江沅の跡継ぎは，江氏の弟（江湘）の孫で
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あったに違いない。
　朱綬「江先生家伝」という文献以外に，江元文 自身が王 孫輯『碑版文広例』に関与して
いる。江沅に『碑版文広例』の文字を書き校正することを依頼したのは王 （初名は仲 ，
字は子兼，江蘇呉県の人，1786‒1843）で，王氏は「『碑版文広例』叙」（道光二十一年，
1841）で，「楷書を書き校正したのは江元文で，字は同甫である。」（「書楷校正者，江子元
文，字同甫也。」）と言う。王 は王 孫の親戚であるが，『莫釐王氏家譜』を見てもそれほ
ど近い血縁関係ではない。王 は「『碑版文広例』叙」で王 孫を「族兄惕甫先生」と呼び，
文末に「族弟 叙」と記す。江元文「『碑版広例』跋」の末尾には「辛丑冬至前三日後学江
元文拜跋」とあり，執筆は1841年冬至の三日前であるが，貫籍は記されていない。その跋
で王 との関係が分かる箇所を引用するが，江元文は「文」と自称している。
　　洎道光丙申，先生哲嗣又樗姑丈命文錄為巻帙，求以行世。（中略） 以文世誼姻親，命為

書文校字。
　　道光丙申（1836年）になると，（王 孫）先生の跡継ぎである 王嘉祥姑丈16）は私に書物
を記録して世に問うようにと命じた。（中略）私が（王嘉祥と）親戚関係にあるので，
文字を書き校正することを命じたのである。

　『碑版文広例』については 駿2011（309‒314頁）で取り上げられており，江元文の「『碑
版広例』跋」も句読点付きで引用されている（311頁）。江元文の貫籍を「呉県」（「呉県江
元文」，311頁）としている17）。
　江元文は「『煮凌霄榭詩集』跋」も書いており，文末に「道光辛丑初夏受業江元文百　謹
跋」とあり，1841年の文章と分かる。『煮凌霄榭詩集』は陳 （字は月 ・寅甫，江蘇元和
の人，1794‒1840）の詩集である。 陳奐『流翰仰瞻小伝』（第十四冊）によれば陳 は「道光
十二年壬申（1832）挙人」である。江元文は跋文の中で「文」と自称しているが，貫籍を記
していない。
 　　『煮凌霄榭詩集』六巻，吾師月 先生之所作也。先生為先大夫入室弟子，経学小学俱有

心伝。歳辛卯先大夫命受業於先生。文以貧，故未嘗具脩脯，先生所以教文者無不尽。越
一年，先生挙於郷及赴礼 ，命文受業於執友陸稷民夫子。夫子所以教文者亦一如先生，
是皆先生之賜也。（中略） 先大夫与吾師先後謝世。

　　『煮凌霄榭詩集』六巻は吾が師月 先生（陳 ）が著わしたものである。先生は先大夫
（江沅）の入室の弟子であり，経学小学ともに伝授された。辛卯（1831）先大夫が月
先生から教えを受けるようにと命じた。私は貧しく，先生への月謝もこれまでなかった
が，私に教えうることは何でも教えてくださった。一年経つと，先生は科挙の郷試を受
けて会試にも赴き，父の友人・陸稷民（陸元綸）夫子に教えを受けるようにと私に命じ
た。陸夫子が私に教えてくださることも陳先生と全く同じで，すべて先生のおかげであ
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る。（中略） 先大夫と吾が師陳先生は前後して逝去した。
　陳 は陳奐，陳 といとこである。陳浩には四人の息子がいて18），その息子とは陳槐（長
男），陳植（次男），陳朴（三男），陳格（四男）である。陳奐は陳植の次男，陳 は陳朴の
次男，陳 は陳格の次男である（陳 の妻は江沅の娘）。江元文の跋によれば，陳 は江沅
の入室の弟子である。江元文は江沅から陳 に教えを受けるようにと命じられたというの
で，江沅は元文に期待していたに違いない19）。江元文によると陸元綸（字は稷民，江蘇長洲
の人，1801‒1859）20）は父の友人ということだが，父の字まで記していない。なお，江沅は陳
の父・陳朴とも交流があった（柳向春2010，82‒83頁参照）。

. 　陳奐『師友淵源記』と許祥『狷叟詩録』他に見える江文煒
　次に，江沅の跡継ぎには江文煒もいたことについて述べる。陳奐 『師友淵源記』江沅の条
には「 （江沅の）嗣孫の文煒，字は彤甫，庠生。」（「嗣孫文煒，字彤甫，庠生。」）とあり，嗣
孫は跡継ぎの子孫である。陳氏は『師友淵源記』の末尾で「この淵源記は乙卯の年に述作し
た。」（「是記作於乙卯歳。」）と言う。乙卯は1855年にあたり，1839年の日付となっている朱
綬「江先生家伝」から十六年経っている。
　また，陳奐は1786年生まれだが，五十五歳もの年の差がある許 祥（初名は誦禾，字は
子頌，浙江海寧の人，1841‒1923）も，江文煒を江沅の孫とする。「金匱江彤甫明経師文煒」
（『狷叟詩録』）という七言絶句の自注で次のように言い，江文煒の没年が分かる。
　　師為艮庭先生元孫，鉄君先生孫。治『説文』，工小篆，著書未写定，病没。時咸豊已未

十月也。配自縊以殉21）。
　　先生は艮庭（江声）先生の子孫，鉄君（江沅）先生の孫である。『説文』を修め，小篆

に巧みであったが，著書が書き終わらないうちに，病気で亡くなった。それは咸豊已未
（1859）年十月の事であった。つれあいは自ら首をくくって夫の後を追った。

　江文煒は『説文解字音均表』稿本（上海図書館蔵）の末尾に「『説文解字音均表』跋」22）を
記すが，年は道光二十九年（1849）で，江沅は1838年に亡くなっているので十年経ったこ
とになる。日付の次に「金匱江文煒識」とあるので，江文煒の貫籍は金匱である。この跋文
に「文煒之歯已三十有六」とあるので，江文煒は1813年生まれと推定でき，1859年に四十
六歳で亡くなったと言える。
　江文煒は「『説文解字音均表』跋」で，江沅の文集について次のように言う。
　　戊戌冬，先大夫帰道山，文煒捜羅詩古文詞募刊之資不足，鬻書竣事。
　　戊戍（1838）の冬，先大夫（江沅）は逝去し，私文煒は詩・古文・詞を収集し，刊行の

ため募ったが，資金が足りず，本を売って刊行を果たした。
　朱綬「江先生家伝」では「元文が先生の文集を裒輯してすでに完成した。」（「元文 裒輯先
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生文集既成。」）と書かれていて，江元文が文集の編集に携わったことが分かる。朱氏の文が
書かれたのは1839年で，その頃江元文と江文煒とも，江沅の文集に関与していたことに間
違いない。江文煒が『説文解字音均表』稿本を所持し，「『説文解字音均表』跋」も書いてい
る。陳奐も『師友淵源記』で，江文煒を江沅の跡継ぎと記しているのである。江沅が亡く
なった後，跡継ぎは江元文であったが，江文煒もそれに準じる立場にあったのではないか。
　以上の資料の他，江声『論語竢質』や『六書説』が『琳琅秘室叢書』に収録されるにあた
り，江文煒がその校書を行っていることは重要である。『論語竢質』の巻下末には「呉門江
氏家蔵本　元孫　文煒　謹校」とあり，底本が「江氏家蔵本」であることが分かる。江文煒
とともに校録に当たったのは仁和の胡珽23），元和の徐立方24），呉県の程松齢である。『六書
説』の末尾には「元孫　文煒　謹校録」とある。胡珽「『琳琅秘室叢書』目録」によれば，
『六書説』も「呉門江氏家蔵」である。
　ここで江文煒の貫籍の金匱について言及しておく。金匱は現在の無錫にあたる。無錫市地
方志編纂委員会1995（ 頁）に「清雍正二年（1724年），無錫県を無錫と金匱の両県に分け，
民国元年（1912年）両県が合併し，再び無錫県と称した。」（「清雍正二年（1724年），

、 。民国元年（1912年） ， 。」）とある。ただ
し，江文煒の著書については蘇州府・呉県の箇所に列挙されていて，『蘇州府志』（巻百三十
六，芸文，呉県）に「江文煒　『石鼓文考』　『芳草堂詩集』　字 彤甫，沅孫，金匱諸生。」と
ある。『石鼓文考』と『芳草堂詩集』25）については書名以上のことは待考であるが，「字は彤
甫，（江）沅の孫，金匱の諸生。」は双行の注である。
　江文煒の学問上の仕事としては，古籍に対する校正や書入れも残っている。宋・文彦博
『文潞公文集』に咸豊三年（1853）江文煒跋がある。その書影は国立中央図書館特蔵部1982

（2134‒2135頁）で見ることができる。また，郭懿行（字は恂九，山東棲霞の人，1757‒1825）
『爾雅義疏』末尾の胡珽による跋文（1856）には，江文煒が校正に最も尽くしたことが見え
る。さらに李塗『文章精義』一巻（清抄本，北京大学図書館蔵）の末尾に「漢陽葉名澧潤
臣26）敦夙好斎蔵書　元和　徐立方　仁和　胡珽　金匱　江文煒　同校」とある。
　また，陳奐が張歩瀛と呉門（蘇州）の江文煒の家で会ったことが陳奐「張廉舟伝　辛酉
（1861）」（『三百堂文集』下）に見えるので（「君再見呉門江茂才文煒家。」），無錫にずっと住
んでいたとも限らないであろう。因みに張歩瀛は1857年に亡くなり，1861年に陳奐は「張
廉舟伝」を書いている。陳奐『流翰仰瞻小伝』（第十冊）には「江文偉秀才，字は彤甫。鉄
君（江沅）師の嗣孫。金匱の学校に入学した。」（「江秀才　文煒，字彤甫。鉄君師嗣孫。入
金匱学。」）とある。想像の域を出ないが，江文煒は呉県の出身ではあるものの，科挙のため
金匱で学んだのかもしれない。念のため『無錫金匱県志』も調べてみたが，江文煒の名は見
当たらなかった。なお，現代の『江蘇芸文志』（南京師範大学古文献整理研究所1995，
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1996）でも江文煒は『蘇州巻』（1334頁）と『無錫巻』（849頁）の両方に見える。

. 　江元文と江文煒
　江湘には息子が二人いて，楨・檀という名前まで分かっている。ただ，江元文と江文煒の
父親の名前は分からないので，この二人が父が同じ兄弟なのか，父は別々でいとこなのかは
不明である。ただ，江沅の弟の孫であるからには，二人とも輩行は同じはずである。江元
文・江文煒とも名前に「文」の字を含むが，名前の「文」の字が上に来るか，下に来るかが
異なっている。江元文は「文」と自称していて，そうなると「元」は「はじめ」という意味
で，同世代で一番に生まれたのかもしれない。貫籍・字をまとめると，字は「甫」の字が二
人とも下に来ている。
　江元文　貫籍は呉県，字は同甫　　　江文煒　貫籍は金匱，字は彤甫
　江元文と江文煒については資料が少ないので断定はできないが，輩行が同じでも，名前の
上からはそれがはっきりしないのかもしれない。

　本稿では江沅の伝記として朱綬「江先生家伝」を中心にして，関連資料も用いてきた。江
沅は一般的に段玉裁の弟子とみなされるが，張舜徽のように段氏の諍友とする考えもある。
江沅は祖父江声，江声の兄江筠，父江鏐と続く家学の担い手でもあり，『説文』を紐解き，
段玉裁に託されて『説文解字音均表』を編纂する。江沅は彭紹升を師と仰ぎ，晩年は仏門に
入った。江沅一族の家譜は不明であるが，江沅自ら父母・弟や妹，妻と娘について文章を書
いている。江沅には息子がいなかったので，弟の孫が跡継ぎになったというが，その点につ
いて本稿ではかなりの分量を割いた。江氏一族の家譜がないので，別の資料を調べる限り，
江元文と江文煒の二人が跡継ぎに当たるのは事実である。『説文解字音均表』稿本が上海図
書館にあり，それには江文煒の跋が記されている。本稿では江文煒が江沅の跡継ぎであると
いう点を確認したので，今後の『説文解字音均表』研究に活用していきたい。

） 江沅の祖父・江声と段玉裁との交流については林慶勲1979（46‒47頁）にも言及がある。
） 江沅の生没年については臼田2002，注 で言及したことがある。
） 『蘇州府志』（巻八十九，人物十六，長洲県）の顧元煕伝は卒年を「四十一」とする。これは
『道光志』，つまり『道光　蘇州府志』を踏襲している。
） 梁啓超・小野和子1974（315頁）に「清末思想界の底流にあったのが，仏教学である。（中略）
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乾隆時代になると，彭紹升，羅有高が仏教をあつく信仰した。」とある。
） 長洲の彭氏一族については朱焱煒2008（160‒191頁）「第六章　清代蘇州状元彭啓豊」に詳し
い。
） 王 孫の三人の息子，嘉祥・嘉福・嘉録については， 駿2011（13‒17頁）参照。
） 陳奐『師友淵源記』江沅の条には「江諱沅，字子蘭，一字鉄君。呉県優貢。精篆楷，工帖括。
（中略）子蘭師悦禅学，通釈典，茹素祝髪，而卒於家。寿七十有二。著『説文解字音均表注』
十七篇蔵嗣孫文煒，字彤甫，庠生。」とある。

） 『蘇州府志』（巻一百三十六，芸文志一）に「江沅『説文解字音均表注』十七巻。『説文釈例』
二巻。『江先生文集』四巻。『染香庵詞鈔』一巻。」とあり，双行の注に「又有『入仏問答』『西
帰見聞録』，皆係梵語，不著録。」と見える。
） 江沅『説文解字説』については，「漢語史研究的材料・方法与学術史観」研討会（南京大学漢
語史研究所，2016年 月）で口頭発表済みで，タイトルは「江沅『説文解字音均表』巻首与
南京図書館藏江沅『説文解字説』」であり，論文の公刊も決定している。

10） 近藤2001（337頁）は「名諸生」を「 諸生のうちにその名が知られていた。」と訳しておられ，
それに従う。中国語による注釈は漆2013（248‒249頁）参照。

11） 南京師範大学古文献整理研究所1996（993頁）の江筠の条。
12） 江藩の卒年は一般的に1831年であるが，漆永祥氏は1830年とする。漆2006（495‒496頁）参
照。また，江藩の貫籍については漆2006，8‒10頁参照。

13） 吉田純2014（85‒86頁）に孫星衍「江声伝」について部分訳がある。
14） アドレスは http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/kanseki/　（2020年 月現在）
15） 双行の注に「拠『長元節孝祠志』増倶道光元年旌」とある。
16） 「姑丈」は本来父の姉妹の夫を指す。江元文の父は江楨か江檀で，楨・檀とも江沅の娘とは
「いとこ」となる。江沅の娘の一人が 王嘉祥に嫁いでいる。そこで，「王嘉祥姑丈」の「姑丈」
とは，父のいとこの夫を指すと考えられる。

17） 江元文は李放『皇清書史』（巻二，「江」）にも見え，それによれば貫籍は呉県である。
18） 『潁川陳氏支譜』巻四上には陳浩（二世に当たる）の略伝がなく，浩の長男の槐（三世に当た
る）の略伝から始まる。また，煩瑣を避けるため，息子たちの字や生没年等は省略する。陳氏
一族には 『潁川陳氏支譜』があり，略伝，家系図等が記されている。

19） 簡凱廷2017（245‒248頁）によれば，御生氏明善・楽修慧善『成唯識論随疏』という仏教の書
物について，その刊行に 自珍と江沅が関与し，江沅の命により，江元文は校正を行って「成
唯識論随疏題後」（道光二十一年，1841）も書いたという。

20） 『蘇州府志』（巻八十九，人物十六，長洲県），陳奐『師友淵源記』等に略伝がある。
21） 『皇清書史』（巻二，「江」）に「江文煒，字彤甫，沅孫，金匱籍，貢生。咸豊九年殉難。治説

文，工小篆。」とあり，出典は許 祥『狷叟詩録』となっているが，本稿でも見たように，江
文煒は病気で亡くなり，妻が後を追ったのである。

22） 江文煒の跋文は陳先行・郭立暄2017（82頁）に句読点付きで掲載されている。
23） 胡珽の字は心耘，浙江仁和の人，1822‒1861。
24） 徐立方は『蘇州府志』に伝記はないが，巻六十三（選挙五，咸豊元年〈1851〉）に「徐立方　
稼甫」と見え，その上に「元和　陳奐　有伝」とある。
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25） 芳草堂は王 孫の堂号で， 駿2011（24頁）に「 孫蘇州 門老宅内之堂号」とある。また，
王 孫撰・淸魏茂林箋『芳草堂合課詩鈔箋略』二巻については 駿2011（298頁）に説明があ
る。

26） 葉名澧の字は潤臣，湖北漢陽の人，1811‒1859。
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江藩（纂）・漆永祥（箋釈）．『漢学師承記箋釈』，上海古籍出版社，2013年。
江筠．『読儀礼私記』二巻，抄本（南京図書館蔵）。
江声．『論語竢質』三巻，『琳琅秘室叢書』（『百部叢書集成』）所収本，台北・芸文印書館，1967年。
──．『六書説』一巻，『琳琅秘室叢書』（『百部叢書集成』）所収本，台北・芸文印書館，1967年。
江 ・江 （纂修）．『蕭江家乘』二巻，抄本（南京図書館蔵）。
江沅．『説文釈例』二巻，『小学類編』所収本，台北・華文書局，1970年。
──．『説文解字音均表』十七巻，『皇清経解続編』所収本，芸文印書館，1965年。
 ──．『説文解字音均表』二巻（江文煒跋），稿本（上海図書館藏）。『続修四庫全書』247所収本，
上海古籍出版社，2002年。

──．『江先生詩古文詞遺集』七巻，『清代詩文集彙編』484所収本，上海古籍出版社，2010年。
──．『入仏問答』二巻，民国三年（1914）揚州蔵経院刻本（北京大学図書館蔵）。
江沅〈問橋居士〉（原本）・太虚法師（編次）．『入仏問答類編』，民国十四年（1925）石印本（北京
大学図書館蔵・国家図書館蔵）。

 江振祚・江宗模（修纂）．『濟陽家譜』一巻，『続編』一巻，抄本（蘇州図書館蔵）。
李銘皖等（修）・馮桂芬等（纂）．『蘇州府志』一百五十巻・図一巻，首三巻，光緒八年（1882）江
蘇書局刊本。
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李塗．『文章精義』一巻，抄本（北京大学図書館蔵）。
閔爾昌（録）．『碑伝集補』六十巻，『清代碑伝全集』所収本，上海古籍出版社，1997年。
裴大中等（修）・秦 業等（纂）．『無錫金匱県志』四十巻，首一巻，坿『殉難紳民表』二巻，『列女
姓氏録』四巻，光緒七年（1881）刊本（東洋文庫蔵）。

銭儀吉．『碑伝集』一百六十巻，首二巻，末一巻，『清代碑伝全集』所収本，上海古籍出版社，1997
年。

阮元．『 経室集』，『国学基本叢書』所収本，台湾商務印書館，1967年。
王季烈．『莫釐王氏家譜』二十四巻，民国二十七年（1938），上海・石印本。
王 孫（輯）．『碑版文広例』十巻，『行素草堂金石叢書』所収本。
王 孫（撰）・魏茂林（箋）．『芳草堂合課詩鈔箋略』二巻，『二家詩鈔箋略』所収本，咸豐五年
（1855）孫紹仁刊本（東洋文庫蔵）。

許 祥．『狷叟詩録』一巻，光緒三十二年（1906）刻本（上海図書館蔵）。
──．『狷叟詩録』一巻，『晩清四部叢刊』第六編所収本，台中・文聴閣図書有限公司，2011年。
趙爾巽等（撰）．『清史稿』，中華書局，1977年。
朱綬．『知止堂詩録』十二巻，『知止堂詞録』三巻，『知止堂文集』八巻，『補遺』一巻，『清代詩文
集補遺』563所収本，上海古籍出版社，2010年。

【付】　江氏一族　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○は名前不詳の女子

江声 ○　　　　 〈六世〉

江鏐 范氏 〈七世〉

　　　　　　江沅 戴瑛　　江湘 ○　　張文藻 江玉　　曹福春 江淑 〈八世〉

王嘉祥 ○　　陳 ○　　江楨　江檀 〈九世〉

　　　（江湘の孫・江沅の嗣孫）江元文　江文煒 〈十世〉

（注）江声の父は黔，声の兄は二人，弟は一人で，兄の一人が筠。江鏐の兄弟は不明。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


